
令和 5 年度 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所うぇるずらいふ大手 自己評価・外部評価 評価表 

タ イ ト ル 

項
目
番
号 

項  目 

自 己 評 価 

外 部 評 価 

コ メ ン ト 

実施状況 

コ メ ン ト 
5 4 3 2 1 

Ⅰ 構造評価（Structure）［適切な事業運営］ 

（1）理念の明確化 

サービスの特徴を踏ま

えた理念の明確化 

1 当該サービスの特徴である「ご利用者等の在

宅生活の継続」と「心身の機能の維持回復」

を実現するため、事業所独自の理念を掲げて

いる 

 ● 

● 

● 

   ・事業所独自理念：「ご利

用者のイキルを支える介

護力」。・介護職員のスキ

ルアップを毎年図り、ご

利用者へのより良いサー

ビスの提供につなげるこ

とができています。 

・在宅での生活をサポー

トする上で、重要な取り

組みととらえています。 

・日々の観察を通して「心

身の機能の維持回復」の

実現に向けて努力してい

る。 

・理念「イキルを支える介

護力」を頭において取り

組んでいます。 

・利用者により良いサー

ビスを提供したいと思い

ます。 

・サービスの特色である

短時間ケア等、利用者が

サービスを必要とする時

にサービスが提供される

ことできめ細やかな対応

が可能なことを活かし、

在宅生活の継続性の担保

と自立支援の視点でサー

ビス提供に努めていただ

ければと思います。 

 

（2）適切な人材の育成 

専門技術の向上のため

の取り組み 

2 管理者と職員は、当該サービスの特徴及び事

業所の理念について、その内容を十分に認識

● ● ●   ・十分に認識していると

思います。・安心安全なサ

・24 時間対応が基本とな

るサービスの性質上、職



タ イ ト ル 

項
目
番
号 

項  目 

自 己 評 価 

外 部 評 価 

コ メ ン ト 

実施状況 

コ メ ン ト 
5 4 3 2 1 

している ービスを提供できるとと

もに、この 24 時間サービ

スがご利用者にとって必

要不可欠であると、職員

全て認識しています。 

・認識している 

員間の共通認識、情報共

有は大変重要だと思いま

すので、インシデントや

ヒヤリ・ハットについて

の共有と再発防止協議に

も努めてください。 

3 運営者は、専門技術（アセスメント、随時対

応時のオペレータの判断能力等）の向上のた

め、職員を育成するための具体的な仕組みの

構築や、法人内外の研修を受ける機会等を確

保している 

 ● ● 

● 

  ・職員の資質向上を図る

為、各種の配慮が出来て

います。・コロナの影響

で、社内、外の集合研修は

実施されていないです

が、毎月ビデオ研修にて、

法令順守、接遇等の個々

への意識づけを必ず行っ

ております。 

・研修委員会を通して配

信される動画の視聴を毎

月行っている。 

職員全員が最低月 1 回の

デジタルによる研修を行

い各自がスキルアップに

努めている。また各自情

報共有を行っている。 

・虐待防止や身体拘束等

適正化、BCP においても研

修計画に基づいた定期的

な研修会の開催をお願い

します。 

・研修委員会の活動によ

り、研修の体制づくりや

個人のスキルアップの機

会が充実しているのだと

思いました。 

4 管理者は、サービス提供時の職員の配置等を

検討する際、職員の能力が最大限に発揮され、

能力開発が促されるよう配慮している 

  ● 

● 

● 

  ・職員それぞれの個性を

生かすための人事に取り

対応して頂いています。 

・職員間の負担軽減や業

務効率化のための配置を

引きお願いします。 



タ イ ト ル 

項
目
番
号 

項  目 

自 己 評 価 

外 部 評 価 

コ メ ン ト 

実施状況 

コ メ ン ト 
5 4 3 2 1 

・それぞれの得意とする

分野に特化し、サービス

の向上を目指していま

す。 

・出来るだけ配慮してい

る。また職員の個性を活

かすための工夫している 

介護職・看護職間の相

互理解を深めるための

機会の確保 

5 介護職・看護職の間で、ご利用者等の特性・

状況に係る相互の理解・認識の共有のための

機会が十分に確保されている 

  ● 

● 

● 

  ・常に状況に応じて、介護

職・看護職の共有はされ

ている。 

・個々で気になる点や知

りたい情報は確保できて

いるが、もっと情報共有

が必要と思う。・情報のと

らえ方が各職員で食い違

う点が多少あるので共有

場が必要です。 

・月に一回のミーティン

グでの情報共有と問題が

起きた時などはその時々

で必要な情報を共有して

いる。 

・何かあるごとに情報交

換を行っている。 

 

 

・職種間での情報共有と

理解の平準化を図りなが

ら。インシデント、アクシ

デントの発生につながる

ことのないようミーティ

ング頻度の見直しや随時

共有のルール等、必要に

応じた対応・対策をご検

討ください。 

・多職種の視点や個人の

視点等、様々な情報が集

まると思うので、やはり

全体での情報共有も重要

なのだと思いました 



タ イ ト ル 

項
目
番
号 

項  目 

自 己 評 価 

外 部 評 価 

コ メ ン ト 

実施状況 

コ メ ン ト 
5 4 3 2 1 

（3）適切な組織体制の構築 

組織マネジメントの取

り組み 

6 ご利用者等の特性に応じた柔軟なサービスを

提供するため、最適且つ柔軟な人材配置（業

務・シフトの工夫）を行っている 

 ● 

● 

●   ・効率良いサービスの提

供をする為、シフトの工

夫は常に行っています。 

・日によっては、職員の欠

員もあり、その時には実

業務職員で工夫をし対応

しています。 

 

・欠員発生日のケアにつ

いて、役割分担を効率的

に行いながら、サービス

の質担保に努めてくださ

い。 

介護・医療連携推進会

議で得られた意見等の

適切な反映 

7 介護・医療連携推進会議を適時適切に開催す

ると共に、得られた要望、助言等（サービス

の過少供給に対する指摘、改善策の提案等）

を、サービスの提供等に適切に反映させてい

る 

 ● 

● 

●   ・各関連事業所の意見を

できる限り参考にし、

個々のふり返りを行い介

護、看護職員へ情報の共

有をしている。 

・常にサービス向上の為、

この意見を参考にしてい

る。 

・自治会の方の貴重な意

見が聞けて参考になっ

た。 

・会議での意見は参考に

なるものばかりで、介護、

看護職間で共有を行って

います。 

 

 

・外部有識者による客観

的意見や実際にケアの提

供を受けているご利用

者、ご家族様の主観的意

見を活かし、さらなるサ

ービスの質向上に活用し

てください。 



タ イ ト ル 

項
目
番
号 

項  目 

自 己 評 価 

外 部 評 価 

コ メ ン ト 

実施状況 

コ メ ン ト 
5 4 3 2 1 

（4）適切な情報提供・共有のための基盤整備 

ご利用者等の状況に係

る情報の随時更新・共

有のための環境整備 

8 ご利用者等の状況について、（個人情報管理に

配慮した上で）必要に応じて関係者間で迅速

に共有できるよう工夫されている 

● ● 

● 

   ・個人情報は常に注意を

しております。 

・シフト上、勤務がバラバ

ラになる事も多いが、そ

の都度、連絡ノート、業務

日報でご利用者の情報を

確認しています。 

・特変があればその都度

関係機関に連絡を取り対

応している。 

・個人情報管理、取扱い方

針の順守等を引き続き徹

底していただきながら、

適時の情報共有に努めて

いただければと思いま

す。 

・情報共有の際は主観に

偏ることなく、客観的視

点からのケア検討も意識

してお願い致します。 

（5）安全管理の徹底 

職員の安全管理 9 サービス提供に係る職員の安全確保や災害時

の緊急体制の構築等のため、事業所において

その具体的な対策が講じられている（交通安

全、夜間訪問時の防犯対策、災害時対応等） 

●  ● 

● 

  ・対策は委員会を代表に 

常に実施している。 

・災害時の対応をマニュ

アルに沿って動けるよ

う、常に意識しています。 

・シフト上まだ実際に訓

練に参加できていない職

員を対象に、今後も取り

組んでいきます。 

・防災訓練を通して災害

への意識を高めている

が、具体的に動けるよう

更にマニュアルの作成や

実施が必要と考える。 

・令和 6 年 4 月より BCP

策定が義務化されており

ます。災害発生時や感染

拡大時の対応について、

平時から定期的な研修や

机上訓練の実施等によ

り、施設全体での共通認

識を深めてください。 

・防災訓練の実施やマニ

ュアルの見直し時期等に

ついて、具体的な実施状

況等を教えていただきた

いです。 



タ イ ト ル 

項
目
番
号 

項  目 
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外 部 評 価 

コ メ ン ト 

実施状況 

コ メ ン ト 
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・状況に合わせて確認を

行い、安全管理に努めて

いる。また夜間時の訪問

など防犯ブザーの携帯。 

ご利用者等の個人情報

の保護 

10 事業所において、ご利用者等に係る個人情報

の適切な取り扱いと保護についての具体的な

工夫が講じられているとともに、管理者や職

員において共有されている 

● ● ●   ・共有されています。 

・外部への情報漏洩を防

ぐため、常に随時管理し

ています。 

・守秘義務に基づき、管理

運営されています。 

・個人情報の保護につい

ては「職員必携」の内容を

遵守するよう努めてい

る。 

・適切に取り扱っていま

す。きちんと管理運営を

行っています。 

・ICT 活用も増加傾向か

と思いますので、情報管

理に関する規定や個人情

報保護方針の確認をお願

いします。 

・個人情報保護法及びプ

ライバシー保護につい

て、医療・介護機関で取り

扱う要配慮個人情報の取

り扱いについても周知徹

底を図られてください。 

Ⅱ 過程評価（Process） 

1．ご利用者等の特性・変化に応じた専門的なサービス提供 

（1）ご利用者等の状況把握及びアセスメントに基づく計画の作成 

ご利用者等の24時間の

暮らし全体に着目し

た、介護・看護両面から

のアセスメントの実施 

11 ご利用者等の一日の生活リズムに着目した、

アセスメントが提案されている 

 ● 

● 

●   ・日によって変化してい

るかモニタリングを行

い、ご利用者への対応が

敏速に出来ています。 

・常に関係各所の意見も

取り入れその都度対応が

・ご利用者の状態に応じ

た個別ケアをチームアプ

ローチで実践できるよ

う、ケアプラン内容の共

通認識をお願いします。 



タ イ ト ル 

項
目
番
号 
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外 部 評 価 
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出来ている。 

・その人にあった対応を

心掛けています。 

12 介護・看護の両面からのアセスメントが適切

に実施され、両者の共有、つき合わせ等が行

われている 

 ● ● 

● 

  ・情報の共有が迅速に行

われている。 

・随時連絡を取り合い、そ

の状況に取り組んでい

る。 

・看護の面からの注意点、

アドバイスについて意見

交換を行っている。 

・何かあればお互いに情

報の共有に努めていま

す。 

・24 時間対応の特性から

相互の職能を活かした連

携をお願いします。 

ご利用者の心身の機能

の維持回復や在宅生活

の継続に軸足を置いた

「未来志向型」の計画

の作成 

13 ご利用者の心身機能の維持回復に軸足を置い

た計画の作成が志向されている 

 ● 

● 

● 

   ・ご利用者の出来る事、出

来ないことを定期的に評

価・把握し、サービスに役

立てている。 

・PT 等の意見も取り入れ

身体機能の向上も図って

いる。 

・デイサービスや機能訓

練の推進を行っている。 

・ご利用者の出来る事、出

来ない事をしっかりと見

極めて対応している。 

・自立支援の視点で専門

職によるアセスメントや

評価も踏まえ、ご利用者

の持つ力を活用した支援

をお願いします。 



タ イ ト ル 

項
目
番
号 

項  目 

自 己 評 価 

外 部 評 価 

コ メ ン ト 

実施状況 

コ メ ン ト 
5 4 3 2 1 

14 重度化しても医療依存度を高め過ぎないよ

う、ご利用者の今後の変化を予測し、先を見

越した適切なリスク管理を実現するための、

「未来志向型」の計画の作成が志向されてい

る 

 ● ● 

● 

  ・常にご利用者の変化を

確認し各関係者との協議

を行っている。 

・予測する事もリスクの

軽減に繋がると考えてい

る。 

・重度化防止のため早目

の対応を心がけている。 

・本人、家族の意向など日

頃よりしっかりと把握し

て何か変化があればその

都度。 

・予後予測、リスクマネジ

メントを踏まえて、ご利

用者やご家族の QOL、EOL

を意識したケアを心がけ

てください。 

・本人や家族の意向を確

認し、専門職として予後

予測をしながらの支援が

大切なのだと思いまし

た。 

（2）ご利用者等の状況変化への柔軟な対応と計画の見直し  

計画上のサービス提供

日時に限定されない、

必要に応じた柔軟な定

期巡回・随時対応サー

ビスの提供 

15 計画上のサービス提供日時以外であっても、

ご利用者等の状況に変化が生じた場合は、必

要に応じて新たに定期巡回・随時対応サービ

スの提供日時を設定する等、柔軟な運営に努

めている 

● 

● 

●    ・柔軟な対応行いご利用

者の変化を確認し緊急コ

ールにも随時訪問してい

る。 

・ケアマネジャーとの連

携を図りプランの見直し

を行っている。 

・他ご利用者の利用時間

が重なる場合があり、苦

慮する事もあり、その都

度同意を求めて訪問時間

の調整を行い柔軟な対応

を行う。 

・複数利用者のブッキン

グ対応もあり、マンパワ

ー確保等も苦慮されてお

られることと思います。 

・ケアプランの位置づけ

以外の対応について、予

測的なアセスメントも心

がけながら、効率的な稼

働を図られてください。 

・本人、家族だけでなく、

事業所としてケアマネジ

ャーとの情報共有、連携

も重要になると思いま



タ イ ト ル 

項
目
番
号 

項  目 

自 己 評 価 

外 部 評 価 

コ メ ン ト 

実施状況 

コ メ ン ト 
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・随時変化に応じた対応

を行っている。 

・緊急時のコールがあれ

ば随時対応を行ってい

る。・ご利用者、家族の要

望を確認しケアマネジャ

ーとの連携を図りプラン

の見直しを行っている。 

す。 

継続したモニタリング

を通じたご利用者等の

状況変化の早期把握

と、計画への適宜反映 

16 サービス提供を通じた、継続的なモニタリン

グによる、ご利用者等の状況変化の早期把握

と、計画への適宜反映が行われている 

 ● 

● 

● 

   ・常にモニタリングを行

い職員に情報の共有と、

ケアマネジャーにも報告

しながら状況に対応して

いる。 

・職員には、連絡ノートで

の連絡を行い、情報の共

有を行っている。 

・ご利用者の変化など他

の職員からの情報収集を

行いケアマネジャーへ報

告している。 

・ケアの実行状況につい

てのモニタリングは、利

用者へのケアの質の向上

につながるとともに、サ

ービスの質向上にもつな

がると思いますので、モ

ニタリングをケアに活か

せるよう意識付けをお願

いします。 

・モニタリングを通して、

状況変化した際にすぐに

動ける体制づくりが必要

だと思いました。 

（3）介護職・看護職の協働による一体的なサービスの提供 

介護職と看護職の相互

の専門性を生かした柔

軟なサービスの提供 

17 より効率的・効果的なサービス提供を実現す

るため、介護職、看護職のそれぞれの専門性

を活かした役割分担が行われている 

 ● 

● 

●   ・介護職・看護職にて活か

した役割分担が出来てい

る。 

・介護、看護と協力し同じ

・職種間での連携を継続

していただき、一体的な

サービス提供による特性

を活かした取り組みをお



タ イ ト ル 

項
目
番
号 

項  目 

自 己 評 価 

外 部 評 価 

コ メ ン ト 

実施状況 

コ メ ン ト 
5 4 3 2 1 

目的を持ち連携作業を行

いながら役割分担を行っ

ている。 

・専門性を生かした役割

分担ができている。 

・それぞれ専門性を活か

し役割分担を行ってい

る。また状況にあわせて

介護、看護と協力して行

っている。 

願いします。 

看護職によるサービス

提供に関する指導、助

言 

18 看護職から介護職に対し、疾病予防・病状の

予後予測・心身の機能の維持回復等の観点か

ら、指導、助言が行われている 

● ● ●   ・看護師からの指示があ

る。 

・状況に応じて指示があ

り、実行出来ています。 

・変化があった場合、情報

を共有し指導・助言を行

っている。 

・必要に応じて指導、助言

が行われている。 

・専門性を活かした相互

の学びは大切であり、OJT

の取り組みの充実も継続

していただければと思い

ます。 

（4）ご利用者等との情報及び意識の共有 

ご利用者等に対する当

該サービスの趣旨及び

特徴等についての十分

な情報提供 

19 サービスの開始前に、ご利用者等に本サービ

スが「ご利用者等の在宅生活の継続」と「心

身の機能の維持回復」を実現するためのサー

ビスであり、訪問サービスは、その趣旨に沿

って行われるアセスメントに基づき提供され

ることについて、十分な情報提供・説明が行

 ● ● 

● 

  ・常にご利用者へサービ

スを提供する新規・更新

についての説明を行って

おります。 

・サービスの説明をして

いますが、勘違いされて

・懇切丁寧な説明、合意形

成や意思決定支援に努め

ていただき、サービス内

容の齟齬が生じることが

ないよう、事業所全体で

の共通認識をお願いしま



タ イ ト ル 

項
目
番
号 

項  目 

自 己 評 価 

外 部 評 価 

コ メ ン ト 

実施状況 

コ メ ン ト 
5 4 3 2 1 

われている いるご家族も見受けられ

その都度誤解の無いよう

にしている。 

・何でもしてくれると思

っているご利用者も少な

くない。そのため繰り返

し説明を行うが、理解出

来ていないかたもいる。 

・ご利用者、家族へサービ

スを提供する為の説明を

行っています。また何か

あればその都度説明をし

ています。 

す。 

・利用者、家族への説明の

難しさがわかりました。 

ご利用者等との目標及

び計画の共有と、適時

適切な情報の提供 

20 作成した計画の目標及びその内容について、

ご利用者等に十分な説明を行う等、共通の認

識を得るための努力がされている 

 ● ● 

● 

  ・初めにこれからのサー

ビスの内容を説明して共

通の認識をもって頂くよ

う努めています。 

・新しいサービスを提供

するときなど日々改めて

声かけしながら実施する

ようにしています。 

・何か不都合があればご

理解が得られるように説

明を行います。 

・ご利用者、ご家族が安心

してサービスをうけるこ

とができる基盤に適時適

切な情報提供や説明方法

が重要かと思いますの

で、職員のみなさま全体

の意識統一をお願いしま

す。 

21 ご利用者の状況の変化や、それに伴うサービ

ス提供の変化等について、家族等への適時・

 ● 

● 

● 

 

  ・ご利用者の変化・状況を

確認し計画作成責任者を

20 に同じ。 



タ イ ト ル 

項
目
番
号 

項  目 

自 己 評 価 

外 部 評 価 

コ メ ン ト 

実施状況 

コ メ ン ト 
5 4 3 2 1 

適切な報告・相談等が行われている 通じて、ご家族へご利用

者の現在の状況変化に対

するサービス内容の変更

を連絡している。 

・ご利用者の状況の変化

があった場合、ご家族へ

は適宜報告を行ってい

る。 

・連絡、報告及び説明を行

っていています。 

2．多職種連携に基づいた包括的・継続的マネジメント 

（1）共同ケアマネジメントの実践 

ご利用者等の状況の変

化についての、ケアマ

ネジャーとの適切な情

報共有及びケアプラン

への積極的な提案 

22 ケアマネジャーとの間で、ご利用者へのサー

ビス提供状況、心身の機能の変化、周辺環境

の変化等に係る情報が共有され、サービスの

提供日時等が共同で決められている 

 ● 

● 

●   ・都度情報の提供が行わ

れている。 

・現在のご利用者の状況

を連絡し、それに合った

サービス内容を検討して

いる。 

・ケアマネジャーとは日

頃から連携をとり情報を

共有している。 

・その都度情報の提供を

行っています。またご利

用者の状況を連絡し、そ

れにあったサービス内容

を検討しています。 

・ケアマネジャー立案の

ケアプランと事業所立案

の個別計画との整合性を

図り、目標達成に向けた

ケアの実行に心がけてく

ださい。 



タ イ ト ル 

項
目
番
号 

項  目 

自 己 評 価 

外 部 評 価 

コ メ ン ト 

実施状況 

コ メ ン ト 
5 4 3 2 1 

23 計画の目標達成のために、必要に応じて、ケ

アプランへの積極的な提案（地域内のフォー

マル・インフォーマルサービスの活用等を含

む）が行われている 

 ● 

● 

●   ・ケアマネジャーとの連

携を行い、ご利用者の状

況などを報告し、そのた

めの支援プランの提案が

されている。 

・日頃の変化を報告し今

後の支援プランに反映し

ている。 

・ケアマネジャーとの連

携があり状況を連絡する

事で、支援するプランに

提案することが出来てい

る。 

・運営推進会議の場等を

活用し、インフォーマル

サポートに関する資源に

ついての情報取得にも努

め、利用者が活用し得る

地域互助の活用も意識し

た支援をお願いします。 

・包括としては、日頃より

圏域内の社会資源の収集

に努め、ケアマネジャー

や事業所へ情報提供でき

るようにしていきたいと

考えます。 

定期的なアセスメント

結果や目標の達成状況

等に関する、多職種へ

の積極的な情報提供 

24 サービス担当者会議等の場を通じて、ご利用

者等の状況や計画目標の達成状況について、

多職種への情報提供が行われている 

 ● 

● 

● 

   ・サービス担当者会議に

は、必ず参加して近況報

告し確認行う。 

・サービス担当者会議に

おいて、各関係事業所か

らの意見を取り入れ今後

の支援プランに常に役立

てている。 

・多職種からの意見を聞

ける重要な場として活用

している。 

・ケアマネジャーとの連

携があり状況を連絡する

・目標や、目標達成のため

に必要なケアの実施、役

割分担について共通理解

を図るためのプロセスと

して、多職種協働や連携

の場も有効に活用してく

ださい。 



タ イ ト ル 

項
目
番
号 

項  目 

自 己 評 価 

外 部 評 価 

コ メ ン ト 

実施状況 

コ メ ン ト 
5 4 3 2 1 

事で、支援するプランに

提案することが出来てい

る。 

（2）多職種連携を通じた包括的・継続的マネジメントへの貢献 

ご利用者の在宅生活の

継続に必要となる、ご

ご利用者等に対する包

括的なサポートについ

ての、多職種による検

討 

25 ご利用者の在宅生活の継続に必要となる、包

括的なサポート（保険外サービス、インフォ

ーマルケア等の活用を含む）について、必要

に応じて多職種による検討が行われている 

 ● 

● 

●   ・定期的に自立支援を頭

におきながらサポートに

ついて検討している。 

・必要に応じてご理解を

得られれば、サービスの

提供を行います。 

・外部のケアマネジャー

との連携が取りにくい時

がある。 

・その都度何かあれば多

職種による話し合いが行

われています。 

・在宅での生活継続にお

いては、フォーマルのみ

ならず、インフォーマル

サポート活用への視点も

大切です。 

・外部ケアマネジャーと

の連携困難の原因や背景

を検討し、解決すること

が利用者支援のひとつで

もありますので、事業所

内での協議をお願いしま

す。 

26 病院・施設への入院・入所、及び病院・施設か

らの退院・退所の際等に、切れ目のない介護・

看護サービスを提供するために、必要に応じ

て多職種による検討や情報の共有が行われて

いる 

 ● 

● 

●   ・必要に応じて多職種に

よる検討や情報の共有が

行われている。 

・退院前カンファレンス

等など対応し情報共有行

う。 

・ケアマネジャーへ連絡

を取り情報の共有、そし

て支援内容を決定してい

る。 

・入退院、入退所時の移行

支援は大変重要です。包

括的・継続的な観点から、

リロケーションダメージ

の抑止等、継続的な情報

把握やモニタリングによ

る支援をお願いします。 



タ イ ト ル 

項
目
番
号 

項  目 

自 己 評 価 

外 部 評 価 

コ メ ン ト 

実施状況 

コ メ ン ト 
5 4 3 2 1 

・必要に応じて検討して

情報共有を行いサービス

を提供しています。 

多職種による効果的な

役割分担及び連携に係

る検討と、必要に応じ

た関係者等への積極的

な提案 

27 地域におけるご利用者の在宅生活の継続に必

要となる、包括的なサポート体制を構築する

ため、多職種による効果的な役割分担や連携

方策等について検討し、共有がされている 

  ● 

● 

● 

  ・定期的な他職種間との

連携を図り、常に情報の

共有が出来ている。 

・関係各所の情報を取り

込み支援内容に役立てて

いる。 

・多職種と連携を図り情

報の共有を行っていま

す。 

・運営推進会議の場など

を活かし、ご利用者の地

域生活継続のために必要

な多職種連携や他制度の

活用等、制度横断的な連

携も意識した支援をお願

いします。 

3．誰でも安心して暮らせるまちづくりへの参画 

（1）地域への積極的な情報発信及び提案 

介護・医療連携推進介

護の記録や、サービス

の概要及び効果等の、

地域に向けた積極的な

情報の発信 

28 介護・医療連携推進会議の記録について、誰

でも見ることのできるような方法での情報発

信が、迅速に行われている 

  ● 

● 

● 

  ・迅速に行われています。 

・各職員の目の届く範囲

に記録を閲覧出来るよう

にしている。 

・情報を元に常に意見を

頂いている。 

・地域に開かれた施設づ

くりを行うためにも、情

報発信や開示の工夫をお

願いします。 

29 当該サービスの概要や効果等についての、地

域における正しい理解を広めるため、積極的

な広報周知が行われている 

  ● 

● 

● 

  ・定期的な発信はされて

いるが、どれほど周知さ

れているか確認が必要。 

・コロナの影響は大分落

ち着いてきたが、外部と

の連携を積極的に行って

・行事等を通して地域住

民との交流ができたこと

で、良い広報活動になっ

たのではないかと思いま

した。 



タ イ ト ル 

項
目
番
号 

項  目 

自 己 評 価 

外 部 評 価 

コ メ ン ト 

実施状況 

コ メ ン ト 
5 4 3 2 1 

いく。 

・R4 年度は秋祭りを実施

し、地域との交流を図っ

た。 

・定期的な発信はされて

いるが、広報周知がされ

ているか確認が必要。 

（2）地域包括ケアシステムの構築に向けての、まちづくりへの参画 

行政の地域包括ケアシ

ステム構築に係る方針

や計画の理解 

30 行政が介護保険事業計画等で掲げている、地

域包括ケアシステムの構築方針や計画の内容

等について十分に理解している 

 ● ● ●  ・理解しています。 

・職員によっては理解出

来ていない人もいる。 

・事業所で、把握、 

認識できるようなシステ

ムをこれからも構築し発

信していきます。 

・十分に理解していると

は言い難い。 

・理解しています。 

・職員によっては理解で

きていない人もいる為、

今後一人でも多く理解し

てくれればと思います。 

・長崎市の状況や将来予

測に基づいた計画の理解

や地域包括ケアシステム

の中でのサービス事業所

としての役割について周

知徹底をお願いします。 

・地域包括ケアシステム

の理解について、研修委

員会を中心にテーマを検

討いただいてはいかがで

しょうか。 

サービス提供におけ

る、地域への展開 

31 サービスの提供エリアについて、特定の建物

等に限定せず、地域へ広く展開していくこと

が志向されている 

 ● 

● 

 

●   ・志向されています。 

・特定に限定せず地域へ

の貢献を図っていく。 

・今は、範囲外でのサービ

・地域貢献も意識した取

り組みや事業所としての

役割のアピールをお願い

します。 



タ イ ト ル 

項
目
番
号 

項  目 

自 己 評 価 

外 部 評 価 

コ メ ン ト 

実施状況 

コ メ ン ト 
5 4 3 2 1 

スは実施されていない。 

・志向されています 

・地域への貢献も図って

います。 

安心して暮らせるまち

づくりに向けた、積極

的な課題提起、改善策

の提案等 

32 当該サービスの提供等を通じて得た情報や知

見、多様な関係者とのネットワーク等を活用

し、介護・看護の観点から、まちづくりに係

る問題認識を広い関係者間で共有し、必要に

応じて具体的な課題提起、改善策の提案等（保

険外サービスやインフォーマルサービスの開

発・活用等）が行われている 

  ● 

● 

●  ・問題点の共有は心がけ

ていますが、ネットワー

ク等を活用し問題認識を

関係者間で共有し、実際

そこに対して行動等は出

来ていないので努めてい

きます。 

・まちなかラウンジの多

職種対象の検討会へ事例

を発表し問題提起を行う

ことができた。医療推進

会議へ参加し幅広いネッ

トワークを活用してい

る。 

・問題点の共有は心がけ

ているが、広い関係者間

での共有など思うように

出来ていない。 

・問題点や課題を明確に

しつつ、客観的視点での

ケアや対応方法のケース

スタディも大切だと考え

ます。 

・外部研修への参加等の

取り組みもされています

ので、Off-JT も活用しな

がら、知識・技術の向上に

ついて研鑽をお願いしま

す。 

Ⅲ 結果評価（Outcome） 

サービス導入後のご利

用者の変化 

33 サービスの導入により、ご利用者ごとの計画

目標の達成が図られている 

 ● 

● 

●   ・目標の達成を目指し

日々取り組んでいる。 

・大旨達成できている。 

・サービス提供による効

果として、目標達成でき

ているのは素晴らしいと



タ イ ト ル 

項
目
番
号 

項  目 

自 己 評 価 

外 部 評 価 

コ メ ン ト 

実施状況 

コ メ ン ト 
5 4 3 2 1 

・ご利用者との関わり合

いを強く意識して日々対

応している。 

・安定した生活が送れて

いると感じる。 

・目標の達成を目指して

取り組んでいます。 

思います。 

在宅生活の継続に対す

る安心感 

34 サービスの導入により、ご利用者等において、

在宅生活の継続に対する安心感が得られてい

る 

 ● 

● 

● 

   ・感謝のお言葉をご利用

者及びご家族から言われ

ました。励みになります。 

・24 時間サービスと言う

ことで安心感も提供でき

ている。 

・随時、必要に応じてプラ

ンの見直しは、ご利用者

にとって安心感・満足し

ていただける要因だと思

います。 

・24 時間対応という事で

ご利用者、ご家族ともに

安心感を提供できている

と考える。 

・安心感がえられて本人、

家族のとの信頼関係もで

きている。 

・在宅生活の限界点を引

き上げる大変重要なサー

ビスの位置づけとなりま

すので、ご本人、ご家族の

QOL 向上に向けた支援の

継続をお願いします。 

 


